
 

 

 

 

 

前から気になっていた言葉に「号泣」があ

ります。いつからでしょうか、テレビ番組を

中心にして、この言葉が多用されるようにな

りました。＜国民号泣、感動の結末＞とか、

＜有名女優号泣、その理由とは・・＞など。

でも実際は、号泣するほどの感動でもないし、

某女優は、ハンカチで目頭を押さえる程度の

ものでした。号泣の意味は、激しく、泣き叫

ぶことです。私達は、このような状態になる

ことはめったにありません。（だだをこねる子

どもにみかけることはありますが・・） 

今回の大地震で被災なさった方々でさえ、

重い沈黙の後に言葉を選び、涙を一筋だけ流

していました。悲しみに耐えている事がわか

るからこそ、伝わってくる深い絶望が私たち

の胸をふさぎます。東北人は、人前で号泣な

どしないと思います。 

しかし、テレビは、人の感情や行動を単純

な言葉で切り取り、刺激的に伝えます。激怒。

マジギレ。超感動などなど。本当のところは

何を表現したいのでしょう。もっと適切でわ

かりやすい日本語があるはずだと思うのです

が。 

 第一小では、教育目標の冒頭に＜自尊心と

共生の心を育てる＞を掲げています。＜共生

の心を育てる＞とは、相手の立場になって考

えることや、行動することができる人間にす

ることだと、私は理解しています。そのため

には、想像する力が必要です。例えば今、「頑

張ろう。」「前へ。」という善意からの励ましが、

広がっています。しかし、それが、喪失感や

悲しみを抱いている被災者への励ましになっ

ているのか…という声が出始めています。「立 

 

ち上がれニッポン」を大切に思いつつも、個々

人の心情を想像し、ふと考え、立ち止まるこ

とも大事だと私は感じています。がんばれの

大合唱から尐し離れ、だまって寄り添い抱き

しめる。泣きたい夜には、そっとしてあげる。

そんな静かな想像力と行動が今、必要なので

はないかと思うのです。    

私は、学校経営の中で＜自尊心と共生の心

＞を大切にしていきます。その心を育てるた

めに学校がすべきこと、できることは何かを

考えながら、先生方と子ども達と歩んでいき

たいと考えています。 

 

 

 

４月２６日、ピカピカの１年生と「もっと

仲良くなるための会」を行いました。児童会

運営委員を中心に６年生全員が協力して会の

準備をしてくれました。迎える会の中の自己

紹介では、「自分の名前、好きな動物、大きく

なったらなりたいもの」をはきはきと言え、

とても立派な１年生です。 

１年生のなりたいベスト３ 

   ＜男 子＞     ＜女 子＞ 

 １：警察官     １：ケーキ屋さん 

 ２：マンガ家    ２：アイス屋さん 

 ３：レスキュー隊  ３：幼稚園の先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 かけはし   一小だより 

№２ ２３･４･２８ 

はげましと思いやり 
          校 長 大村 亨夫 

一年生を迎える会 
 

 

 



交通教室にご協力いただき

ありがとうございました 
 

 ４月１５日に全校生を対象に交通教室を

実施しました。毎日、安全な登下校やお家

での生活ができるように全員が真剣に取り

組みました。県と町の交通安全専門指導員

の方からお話をお聞きした後、１年生は模

擬コースや路上での歩き方の練習、２年生

は玄関前広場の模擬コースで自転車の乗り

方や横断の仕方を練習しました。３年生以

上は実際に路上に出て自転車の正しい乗り

方を練習しました。 

駐在所の柏倉さんから、最近の交通事故

では、自転車に乗っている人が加害者にな

ることも多く、死亡事故につながるケース

もあるということを具体的に指導していた

だき子ども達の自転車乗りへの意識も高ま

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

１年歩き方練習    ２年自転車の乗り方 

 

 

 

 

 

 

自転車の乗り方指導  ３年以上実地練習 
 

ＰＴＡ役員や保護者の方にもご協力いた

だき、立哨指導をしていただくとともに、

子ども達の様子を見ていただきました。お

陰様で無事終了することができました。お

忙しい中、本当にありがとうございました。 

 これからも、子ども達が交通事故にあわな

いように繰り返し指導していきますので、ご

家庭での声がけをよろしくお願いいたします。 

全校生、クラスのリーダ
ーとして頑張ります 

 

今年度の児童会役員と１学期の学級委員を

校長先生から任命していただきました。児童

会役員の人は、元気で楽しい学校になるよう

に、学級委員の人には、学級のリーダーとし

て、がんばってほしいと思います。 

 平成２３年度 児童会委員長 

委員長名 氏   名 

運営委員長 長谷川 拓音 

図書委員長 小浦 信太朗 

健康委員長 嘉藤 かな 

報道委員長 髙橋 瑞穂 

ボランティア委員長 佐藤 里香 

生活委員長 渡部 一馬 

  １学期 学級委員 

  男 子 女 子 

２年 國分 逸生 嘉藤友紀 

３年 渡部 佑紀 岡田珠璃 

４年 木村  暁 渡部 莉綾 

５年 宇津木颯人 加藤 佳奈 

６年 舟山 拳人 松村 瑠奈 
 

５月の予定 
  学 校 行 事 関 連 行 事 

２ 月 振替休業日  

６ 金   

９ 月 家庭訪問 地区Ｐ理事会 

10 火   

11 水 眼科検診 春の交通安全運動 

12 木  現職役員会 

13 金 体力テスト  

18 水 職員会議 町校長会 

19 木 児童会総会  

20 金 午前授業・尿検査 現職総会 

23 月 耳鼻科検診  

25 水  ＰＴＡ三役会 

27 金  ＰＴＡ早朝作業 

30 月  町Ｐ役員会 

31 火 運動会練習  

 

 



 


